
 

 

 

 

 

 

 

 

モルタルを用いた外装の施工は、通気胴縁の上にボード状の下地を施工して通気層を設け、ラスを張りモルタル

を施工します。 

この方法は、通気層を設けるための下地部分にコストがかかります。 

本研究では、メタルラスシートの裏面空隙を利用して通気層を構成するローコストな湿式外装工法を開発します。 

 

 

本研究は平成１５年度と１６年度の２年間で実施しています。本工法の施工対象とする建物規模は低層で、躯体

構造は木造及び鉄骨造です。施工方法は躯体に直張する場合と外張断熱を施す場合を対象とします。本年度はメタ

ルラスシートの形状の違いによる放湿性能の試験、下地を含めた防露性の試験などを行いました。研究のフローを

図１に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メタルラスシートを使用した湿式外装工法の基本構成を図２に

示します。 

 フィールドにおける放湿性能試験では、メタルラスシート裏面

空隙厚さが15mmと 5mmの場合の試験を行い、通気層としての性能

を有するために必要な空隙厚さは5mmよりも大きくする必要があ

ることが明らかになりました（図３）。 

また、鉄骨造を想定した外張断熱工法の軽量鉄骨下地の温度性

状の把握を断熱防露試験室で行い、防露設計のための基礎情報を

得ました。 

これらの結果を受け、平成１６年度は、空隙厚さが7mmタイプ

を加えた放湿性能試験、下地に関しての温度シミュレーション、

施工調査、モルタル部の耐久性試験などを行い工法提案を行う予

定です。 
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図２ メタルラスシートの断面 
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図１ 研究のフロー 

メタルラスシ
ートの形状検
討 

 

■実験室試験 
 

■フィールド試験 
 

 
住宅外壁シス
テムの提案 

 
部材、材料、
工法の検討 

⑦ディテール検討、⑧人工数、コストの検討 

⑨湿式外装システムの提案 

③外張断熱工法の軽量鉄骨下地の検討 
温度の把握・施工性の確認 

①メタルラスシートの形状の違いによる放湿性能の把握 

②メタルラスシートの防露性の検討（通気層内） ④複合劣化試験による耐久性評価 
⑤構造強度評価 
⑥モルタルの物性評価 

図３ 各試験体の減水量 
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× 標準試験体B(通気層+合板)

× 標準試験体A(通気層18mm)

● ④ 15mm(軽量モルタル)
▲ ③ 15mm(モルタル)

● ② 5mm(軽量モルタル)

▲ ① 5mm(モルタル)
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